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近年、地方分権の進展や少子高齢社会の進行、深刻化する環境問題、さらには景気の

急激な後退等による社会状況の変化により、市民の意識や市政に対する意見は多様化・

複雑化してきております。 

このような状況の中、行田市は、今年、市制施行６０周年を迎えております。この大

きな節目の年を機に、元気な行田をさらに推進し、輝かしい未来に向けて新たにスター

トするためには、社会情勢の動向や市民の意向を迅速かつ的確に把握することが重要で

あると考えます。 

こうしたことから、市では、２０歳以上の市民３，０００人の方々に市政全般にわた

る考えを広くお聴きするため、市民意識調査を実施いたしました。この調査結果は、今

後の市政運営に反映させるとともに、現在、策定に入っている第５次行田市総合振興計

画の基礎資料として活用してまいりたいと考えております。 

今回の調査にご協力をいただいた多くの市民の皆様に心から厚くお礼申し上げますと

ともに、市政に対するなお一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。 
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Ⅰ．調査の概要 
 
 

１．調査の目的 

 本調査は、まちづくりに取り組む上で、市民が市政に対してどのような意識をもって

いるか市政全般にわたる考えを広く聞き、その意向を行政に反映することを目的として

実施したものである。 

 
 
 
 
 

２．調査の設計 

(1)調査対象 市内に在住する満 20 歳以上の男女 
(2)標本数  3,000 人（無作為抽出） 
(3)調査方法 調査票を郵送の上、記入後に返送（郵送法） 
(4)調査期間 平成 21 年７月８日～７月 22 日 
(5)調査地区 市内全域 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

３. 回収の結果 

(1)配布票数 3,000 票 
(2)有効票数 1,675 票（55.83％） 

 
 
 
 
 
 
Ⅱ．調査の結果 
 
１．まちの暮らしやすさについて 
（１）まちの住み心地 

◆肯定派 44.6％、「ふつう」34.8％、否定派 16.1％ 

まちの住み心地は、「ふつう」が 34.8％と最も多く、「どちらかといえば住みよい」25.7％、「住みよ

い」18.9％、「どちらかといえば住みにくい」12.6％、「住みにくい」3.5％となっている。「住みよい」、

「どちらかといえば住みよい」と回答した『肯定派』が 44.6％と、『否定派』（「住みにくい」、「どちら

かといえば住みにくい」と回答した人の割合）の 16.1％より 28.5 ポイント上回っている。 

 
 

18.9 25.7 34.8 12.6 3.5

4.6

住みよい
どちらかと

いえば
住みよい

ふつう
どちらかと

いえば
住みにくい

住みにくい 無回答

全体=1675

（％）
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（２）住みよい理由（複数回答） 

◆75.9％と多数の人が「住み慣れている」としている 

 

75.9

37.5

12.9

16.9

9.8

12.3

27.2

5.6

33.1

19.8

3.1

2.8

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

住み慣れている

人間関係（近所付き合いなど）がよい

まちの雰囲気がよい

道路、排水などの都市施設が
整っている
文化、スポーツなどの公共施設が
整っている

交通の便がよい

買い物の便がよい

子どもの教育環境がよい

自然環境がよい

公害（騒音・振動・悪臭など）がない

商売や仕事の便がよい

その他

無回答

全体=746
（％）

 
 

住みよい理由は、「住み慣れている」

が 75.9％と最も多く、「人間関係（近

所付き合いなど）がよい」（37.5％）、

「自然環境がよい」（33.1％）、「買い

物の便がよい」（27.2％）と続いてい

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）住みにくい理由（複数回答） 

◆交通の便・買い物の便のわるさ、都市施設の未整備など利便性のわるさに集中 

 
 

6.3

16.4

19.0

35.3

13.4

69.9

47.2

11.2

8.2

12.6

12.3

11.9

0.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

住み慣れていない

人間関係（近所付き合いなど）が
わるい

まちの雰囲気がわるい

道路、排水などの都市施設が
整っていない

文化、スポーツなどの公共施設が
整っていない

交通の便がわるい

買い物の便がわるい

子どもの教育環境がわるい

自然環境がわるい

公害（騒音・振動・悪臭など）がある

商売や仕事の便がわるい

その他

無回答

全体=269
（％）

住みにくい理由は、「交通の便がわ

るい」が 69.9％と最も多く、ついで

「買い物の便がわるい」（47.2％）、「道

路、排水などの都市施設が整っていな

い」（35.3％）となっている。 
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（４）今後の居住意向 

◆「一生住み続けたい」は約半数 

今後の居住意向は、「一生住み続けたい」が 48.5％と最も多く、「ある程度住み続けたい」19.9％、「ど

ちらともいえない」15.1％、「移転したい」5.9％となっている。「一生住み続けたい」と「ある程度住

み続けたい」をあわせた『居住継続派』は 68.4％となる。 
 

48.5 19.9 5.9 15.1 10.6

一生
住み続けたい

ある程度
住み続けたい

移転したい
どちらとも
いえない

無回答

全体=1675

（％）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）まちの生活環境や施設について 

①道路・交通について 

◆「バスの便と路線網」・「鉄道の便」は『不満足層』が半数近くを占める 

道路・交通については、「道路の整備について」で、『満足層』（「満足している」、「どちらかといえば

満足している」と回答した人の割合）が 24.7％と、他の項目に比べ高くなっているが、『不満足層』（「不

満である」と「どちらかといえば不満である」と回答した人の割合）も 23.8％と『満足層』とほぼ同

様の数字となっている。 

一方、「バスの便と路線網について」と「鉄道の便について」は、『不満足層』が半数近くを占め、強

い不満がうかがえる。 

「交通安全対策について」は、『ふつうである』が 60.5％を占めているが、『不満足層』も 18.4％と

少なくない。 
 

9.2

4.4

4.7

3.5

15.5

7.3

7.5

8.5

46.3

35.8

33.9

60.5

16.5

25.5

25.3

13.1

7.3

18.6

19.8

5.3

5.1

8.4

8.9

9.0

満足して
いる

どちらか
といえば
満足して

いる

ふつうで
ある

どちらか
といえば
不満で
ある

不満で
ある

無回答
全体=1675

① 道路の整備について

② バスの便と路線網について

③ 鉄道の便について

④ 交通安全対策について

（％）

（１）道路・交通 
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②生活環境について 

◆「ごみの収集処理」は『満足層』が 47.9％と高く、「子どもの遊び場」は『不満足層』が 31.2％と

高い 

生活環境については、『満足層』が最も多いのが「ごみの収集処理について」（47.9％）であり、つい

で「上水道の整備について」（38.7％）となっている。この２項目については、『不満足層』は１割前後

にとどまり、比較的良好な評価を得ているといえる。 

「日用品などの買い物の便利さについて」「下水道の整備について」「自然環境及び公園・緑地につい

て」については『満足層』は約３割みられるものの、『不満足層』も２割前後あり、評価は分かれてい

る。 

これに対し、『不満足層』が最も多いのは「子どもの遊び場について」（31.2％）となっている。また、

「災害時の避難体制について」「防犯体制について」「河川・用水の整備について」「悪臭・騒音・振動

などの公害について」の４項目については『不満足層』が２割前後と約５人に１人の割合となっている。 
 

  
 （２）生活環境

20.7

15.4

23.6

9.0

3.2

3.3

3.1

3.7

4.7

10.1

18.0

13.7

24.3

19.8

9.5

9.5

8.1

9.7

12.5

20.0

46.3

38.4

32.1

46.0

46.9

62.1

58.7

55.4

50.7

37.9

11.9

9.5

13.4

23.8

12.2

16.2

16.7

16.2

17.2

3.8

13.6

4.1

4.4

7.4

4.0

4.5

6.2

7.9

8.9

7.0

7.0

6.5

7.5

9.3

8.8

9.5

8.3

7.9

5.9

4.3

満足して
いる

どちらかと
いえば満

足している

ふつうで
ある

どちらかと
いえば不
満である

不満で
ある

無回答

全体=1675

① 上水道の整備について

② 下水道の整備について

③ ごみの収集処理について

④ 自然環境及び公園・緑地に
　　ついて

⑤ 子どもの遊び場について

⑥ 災害時の避難体制について

⑦ 防犯体制について

⑧ 河川・用水の整備について

⑨ 悪臭・騒音・振動などの
　　公害について

⑩ 日用品などの買い物の
　　便利さについて

（％） 
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③教育・文化・コミュニティについて 

◆「観光施設」に対する『不満足層』は 24.8％と『満足層』13.3％を上回る 

教育・文化・コミュニティについては、どの項目も「ふつうである」との評価が多数を占めている。

『満足層』が『不満足層』を 10％前後上回る項目としては、「小・中学校などの教育施設について」「公

民館や図書館などの公共施設について」「広報誌などの広報活動について」の３項目があげられている。 

一方、「観光施設について」は『満足層』が 13.3％なのに対し、『不満足層』が 24.8％と『満足層』

を上回り、厳しい評価となっている。 
  

 （３）教育・文化・コミュニティ

5.4

3.8

4.5

7.9

4.5

4.8

3.0

3.5

5.0

2.8

14.4

12.5

11.4

20.4

13.9

13.5

9.6

11.3

15.6

10.5

61.1

61.1

59.9

49.3

58.5

52.9

65.1

63.1

61.7

50.9

6.2

7.5

10.0

9.6

14.2

8.6

8.7

19.2

2.0

1.9

2.8

3.4

1.6

2.1

1.4

5.6

13.3

14.4

14.7

10.5

10.7

11.2

12.2

11.2

10.6

10.9

5.6

4.7

2.0

1.1

満足して
いる

どちらかと
いえば満

足している

ふつうで
ある

どちらかと
いえば不
満である

不満で
ある

無回答

全体=1675

① 小・中学校などの教育施設
　　について

② 小・中学校などの教育内容
　　や取り組みについて

③ 幼稚園などの幼児施設
　　について

④ 公民館や図書館などの
　　公共施設について

⑤ 公共施設の集会機能
　　について

⑥ スポーツ・レクリエーション
　　施設について

⑦ 生涯学習などの学習機会
　　について

⑧ 文化・趣味・スポーツなどの
　　地域活動やサークル活動
　　への参加機会について

⑨ 広報誌などの広報活動
　　について

⑩ 観光施設について

（％） 
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④保健・医療・福祉について 

◆「ふつうである」との評価が半数前後を占めるが、医療・福祉分野では『不満足層』が目立っている 

保健・医療・福祉についての中で、「健診などの保健活動について」は、『満足層』22.3％に対し、『不

満足層』は 14.4％と『満足層』が上回っているが、他の医療・福祉分野の項目は『不満足層』が『満

足層』をかなり大きく上回り、厳しい評価がなされている。 
 
    （４）保健・医療・福祉

5.7

4.9

4.0

2.0

2.9

2.3

16.6

12.7

10.0

7.3

8.8

55.1

50.0

46.8

62.4

53.0

57.4

10.7

18.4

22.1

12.8

21.6

17.3

3.7

6.2

7.7

2.7

6.7

6.1

8.2

7.8

9.4

12.7

7.1

11.25.7

満足して
いる

どちらかと
いえば満

足している

ふつうで
ある

どちらかと
いえば不
満である

不満で
ある

無回答

全体=1675

① 健診などの保健活動に
　　ついて

② 医療機関・医療体制に
　　ついて

③ 夜間・休日などの救急医療に
　　ついて

④ 保育所等の児童福祉に
　　ついて

⑤ 高齢者に対する福祉に
　　ついて

⑥ 障害者に対する福祉に
　　ついて

（％） 
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（６）行政に力をいれてほしいもの（複数回答） 

◆保健・医療・社会福祉の充実を求める声が多く、続いて道路交通の整備、行政の合理化などが続いている 

 
 
 21.9

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７）行田市の将来像（複数回答） 

◆「社会福祉の充実」と「生活環境の整ったまち」を求める人が半数近くを占める 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5.7

11.5

17.1

7.2

17.9

13.6

39.9

28.3

1.0

1.4

3.6

1.4

5.1

12.5

5.7

17.9

6.8

12.1

5.5

4.7

24.9

4.5

7.9

2.7

3.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

道路や橋、交通の整備

市街地や住宅の整備

公園・街路樹整備

水や緑など自然環境の保全

歴史・文化遺産の保全

ごみ処理やリサイクル

消防や防災・防犯

その他

無回答

全体=1675
（％）

行政に力をいれてほしいものは、

「保健や医療の充実」が 39.9％と最

も多く、ついで「社会福祉の充実」

（28.3％）、「市財政の健全化、行政の

合理化」（24.9％）、「道路や橋、交通

の整備」（21.9％）が続いている。 
保健や医療の充実

社会福祉の充実

男女共同参画社会の推進

国際交流の推進

情報公開の推進

広域行政の推進

公共施設の市町村間の相互利用

農業の活性化

工業の活性化

商業の活性化

観光・レクリエーションの充実

学校教育の充実

社会教育・生涯学習の充実

文化・スポーツの振興

市財政の健全化、行政の合理化

市政への住民参加

児童・生徒の保護対策

29.1

10.8

36.6

45.5

13.7

48.2

1.4

2.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

歴史・文化や自然を生かしたまち

観光資源を生かした観光振興のまち

商業や産業が発展し、経済活動が
盛んなまち

生活環境の整ったまち

教育・文化の充実したまち

社会福祉の充実したまち

その他

無回答

全体=1675 （％）

行田市の将来像は、「社会福祉の充

実したまち」（48.2％）と「生活環境

の整ったまち」（45.5％）の２つをあ

げる人が半数近くを占めた。ついで、

「商業や産業が発展し、経済活動が盛

んなまち」（36.6％）、「歴史・文化や

自然を生かしたまち」（29.1％）とな

っている。 
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２．地域との関わりについて 
（１）地域活動への参加意向 

◆「求められれば参加する」が 38.7％、「参加したいが時間や暇がない」が 21.1％ 

地域活動への参加意向は、「求められれば参加する」が 38.7％と最も多く、「参加したいが時間や暇

がない」21.1％、「意識していない」15.8％、「わずらわしいので参加しない」9.8％、「積極的に参加す

る」9.4％となっている。参加意思を示した（「積極的に参加する」、「求められれば参加する」、「参加し

たいが時間や暇がない」と回答した）割合は 69.2％となっている。 
 
 

9.4 38.7 21.1 9.8 15.8 5.1

積極的に
参加する

求められれ
ば参加する

参加したい
が時間や暇

がない

わずらわし
いので参加

しない

意識して
いない

無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）参加したい地域活動（複数回答） 

◆地域の清掃活動・リサイクル活動をあげる人が多い 

 
  

59.6

49.1

16.0

40.0

11.2

7.6

2.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

地域の清掃活動

地域のリサイクル活動

スポーツ活動（少年野球・バレー
ボール・サッカー等の指導など）

お祭り

ＰＴＡ

その他

無回答

全体=806
（％）

参加したい地域活動は、「地域の清

掃活動」が 59.6％と最も多く、つい

で「地域のリサイクル活動」（49.1％）、

「お祭り」（40.0％）が続いている。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 8



（３）ボランティア活動への参加状況 

◆ボランティア活動に参加している市民は 20.0％ 

ボランティア活動の参加状況をみると、「参加していない」（57.9％）、「参加したいが機会がない」

（14.9％）を合わせた不参加率は 72.8％となっている。「積極的に参加している」（6.1％）、「ときおり

参加している」（13.9％）を合わせた参加率は 20.0％にとどまっている。 
 
 

6.1 13.9 14.9 57.9 7.1

積極的に参加
している

ときおり参加
している

参加したいが
機会がない

参加して
いない

無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）参加しているボランティア活動（複数回答） 

◆参加経験者のうち、５割が「環境浄化活動」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さ 。

19.3

50.0

14.9

9.8

14.3

5.7

1.8

7.4

11.0

2.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

福祉活動（高齢者・傷病者・身障者
の介護など）

環境浄化活動（道路・公園・河川等
の清掃など）

スポーツ活動（少年野球・バレー
ボール・サッカー等の指導など）

文化活動（書道・絵画・手芸等の
指導など）

交通安全活動（交通事故防止
運動など）

青少年健全育成活動（非行防止
運動、キャンプ等の指導など）

国際交流活動

子育て支援活動

その他

無回答

全体=336
（％） 参加しているボランティア活動は、

「環境浄化活動（道路・公園・河川等

の清掃など）」が 50.0％と最突出して

多くなっている。ついで「福祉活動（高

齢者・傷病者・身障者の介護など）」

（19.3％）、「スポーツ活動（少年野

球・バレーボール・サッカー等の指導

など）」（14.9％）、「交通安全活動（交

通事故防止運動など）」（14.3％）と続

いている。 
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（５）参加したいが機会がない理由（複数回答） 

◆「仕事が忙しくて時間がとれない」が 52.0％、「どういうボランティア団体があるのかわからない」

「活動に関する情報が得られない」が 40％強 

 
 

52.0

29.2

42.4

43.6

3.6

1.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

仕事が忙しくて時間がとれない

活動に参加している知人がいない

どういうボランティア団体がある
のかわからない

活動に関する情報が得られない

その他

無回答

全体=250

（％）

 ボランティア活動に参加したいが

機会がない理由としては、「仕事が忙

しくて時間がとれない」が 52.0％と

最も多く、以下「活動に関する情報が

得られない」（43.6％）、「どういうボ

ランティア団体があるのかわからな

い」（42.4％）、「活動に参加している

知人がいない」（29.2％）となってい

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．今後のまちづくりについて 
（１）少子化社会に対応するために重要なこと（複数回答） 

◆「保健・医療の充実」と「多様な保育ニーズへの対応」が４割前後 

 
少子化社会に対応するために重要

なことは、「保健・医療の充実」

（43.5％）と「多様な保育ニーズ（一

時保育や延長保育など）への対応」

（36.5％）が４割前後で最も多く、つ

いで「各種助成制度の充実等の経済的

支援」（32.8％）、「子育てしやすい住

環境の整備」（25.6％）、「女性の就労

機会の拡大や就労環境の整備」

（24.7％）となっている。 

 

36.5

19.9

10.7

25.6

15.8

43.5

24.7

32.8

18.1

12.6

3.6

6.2

3.2

8.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

多様な保育ニーズ（一時保育や
延長保育など）への対応

放課後児童対策の充実

子育てや教育などの相談機能の
強化

子育てしやすい住環境の整備

子育てしやすい都市環境（道路、
駅、公共施設など）の整備

保健・医療の充実

女性の就労機会の拡大や就労
環境の整備

各種助成制度の充実等の
経済的支援
地域的な子育て支援（情報の提供
や高齢者、異年齢者との交流など）

援助活動など地域の人材の活用・
育成

子育て等の学習機会の提供

父親の育児参加の推進

その他

無回答

全体=1675 （％）
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（２）高齢化社会に対応するために重要なこと（複数回答） 

◆「介護保険制度の充実」55.6％、「保健・医療の充実による高齢者の健康づくりの推進」40.0％ 

高齢化社会に対応するために重要なことは、「介護保険制度の充実」が 55.6％で最も多く、ついで「保

健・医療の充実による高齢者の健康づくりの推進」が 40.0％となっている。 
 
 

55.6

18.7

7.0

15.0

23.9

25.0

21.5

22.6

40.0

8.4

9.1

7.5

15.5

1.7

4.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

介護保険制度の充実

相談窓口の充実や相談機能の強化

生涯学習等の学習機会の充実

ボランティアなどの地域の人材の
活用と育成

高齢者にやさしいバリアフリーな
まちづくりの推進

老人福祉センターなど、高齢者の
余暇活動のための施設の充実

高齢者の就労機会の充実

高齢者のいきがいを高める事業や
他世代とのふれあいの機会の充実

保健・医療の充実による高齢者の
健康づくりの推進

介護予防教室などのための公共
施設の有効活用

悪質商法の被害防止対策の充実

高齢者の財産保護や虐待防止
対策の推進

いきいきサロンなど、地域で交流
できる場の提供

その他

無回答

全体=1675 （％）
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（３）行田市の環境の良さ 

◆「緑の整備状況」「歴史や文化との調合」「空気のきれいさ」の満足層は 3 割前後 

行田市の環境の良さについては、「緑の整備状況」で、『満足層』（「良いと感じる」、「どちらかといえ

ば良いと感じる」と回答した人の割合）が 34.2％、「歴史や文化との調合」32.0％、「空気のきれいさ」

25.8％と、他の項目に比べ高くなっている。「ごみ分別の状況」については『満足層』が 25.7％みられ

るが、『不満足層』も 17.8％と多く、評価が分かれている。 

一方、「池や川の水のきれいさ」と「道のきれいさ」では、『不満足層』（「悪いと感じる」、「どちらか

といえば悪いと感じる」と回答した人の割合）が約３～４割と強い不満がうかがえる。 

この他、「公園の整備状況」や「資源・エネルギーの有効利用」、「市全体の環境配慮の意識」は『不

満足層』が約２割おり評価は低いといえる。 
 
 

10.3

3.0

2.0

5.3

5.1

4.1

2.7

5.4

1.9

1.8

23.9

11.9

8.6

20.5

26.9

18.0

11.2

20.3

7.1

10.4

47.9

57.7

42.3

53.1

49.6

47.8

46.9

46.6

60.3

58.1

12.4

28.4

8.9

15.6

21.9

13.4

15.0

15.7

1.4

2.9

8.8

1.8

1.2

3.6

7.5

4.4

3.3

3.5

8.7

12.1

10.0

10.4

11.5

10.9

9.9

9.9

12.4

10.4

5.9

7.8

良いと
感じる

どちらかと
いえば良
いと感じる

ふつうで
ある

どちらかと
いえば悪
いと感じる

悪いと
感じる

無回答全体=1675

① 緑の整備状況

② 生き物の営みの保護と
　　育成状況

③ 池や川の水のきれいさ

④ 空気のきれいさ

⑤ 歴史や文化との調合

⑥ 公園の整備状況

⑦ 道のきれいさ（たばこや
　　ごみのポイ捨てがない）

⑧ ごみ分別の状況

⑨ 資源・エネルギーの
　　有効利用

⑩ 市全体の環境配慮の意識

（％）
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（４）環境保全・改善のために強化すべき活動（複数回答） 

◆「リサイクル活動の促進」が４割、「ごみにならない製品の製造・販売・購入の促進」「ごみの分別収

集等の強化」「公園等公共緑地の整備、民有地における緑地協定など緑地の保全・創造」が３割前後 

 
環境保全・改善のために強化すべき

活動は、「リサイクル活動の促進」が

39.8％と最も多く、ついで「ごみにな

らない製品の製造・販売・購入の促進」

（34.3％）、「ごみの分別収集等の強

化」（27.6％）、「公園等公共緑地の整

備、民有地における緑地協定など緑地

の保全・創造」（26.6％）が３割前後

で続いている。 

 
39.8

27.6

11.6

5.5

34.3

15.9

19.3

26.6

15.2

10.6

4.2

22.5

8.8

14.2

1.4

6.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

リサイクル活動の促進

ごみの分別収集等の強化

環境条例・環境協定の制定

環境マネジメントシステム
（ISO 14000）の導入

ごみにならない製品の製造・販売・
購入の促進
工場や道路・鉄道などの騒音・
振動・悪臭などの防止・削減

廃棄物の総量削減

公園等公共緑地の整備、民有地に
おける緑地協定など緑地の保全・創造

エコビジネス（環境に配慮した業務
を行うビジネス）の育成

低公害車の普及促進

市内の総合的な自動車交通
総量の削減

水辺環境の保全整備

土地利用の制限強化

環境保全の普及・啓発活動

その他

無回答

全体=1675 （％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）市のごみ収集体制について 

①収集回数や分別方法について（複数回答） 
◆ごみ収集回数は「現在の収集回数・分別方法でよい」が 55.0％、「収集回数を増やしたほうがよい」

が 41.8％ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

55.0

41.8

6.1

11.6

11.1

9.4

3.9

4.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

現在の収集回数・分別方法でよい

収集回数を増やしたほうがよい

収集回数を減らしたほうがよい

もっと細かく分別したほうがよい

分別の種類を減らしたほうがよい

ごみの有料化を検討したほうがよい

その他

無回答

全体=1675 （％）

ごみの収集回数について、「現在の

収集回数・分別方法でよい」が 55.0％

で最も多いが、「収集回数を増やした

ほうがよい」とする人も 41.8％にの

ぼる。 
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②ごみ収集回数を増やしたほうがよいもの（複数回答） 

◆収集回数の増加を求める人の 57.9％は、燃えないごみの回数増をあげている 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ごみ収集回数を減らしたほうがよいもの（複数回答） 

◆収集回数の減少を求める人の大半は、燃えるごみをあげている 

ごみ収集回数を減らしたほうがよ

いとする人は少ないが、減らしたほう

がよいとしているのは「燃えるごみ」

が 63.7％を占めている。 

ごみ収集回数を増やしたほうがよ

いものとしては、「燃えないごみ」が

57.9％と最も多く、ついで「粗大ごみ」

が 41.4％となっている。 15.3

57.9

41.4

17.3

21.0

6.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

燃えるごみ

燃えないごみ

粗大ごみ

有害ごみ

資源物

無回答

全体=700

（％）

 
 

63.7

3.9

7.8

12.7

7.8

11.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

燃えるごみ

燃えないごみ

粗大ごみ

有害ごみ

資源物

無回答

全体=102

（％）
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（６）健康についてのイメージ（複数回答） 

◆「心身ともに健やかなこと」が 74.4％ 

 
 健康についてのイメージとしては、

「心身ともに健やかなこと」が74.4％

と大半を占め、ついで「何事も前向き

に考えられる」が 34.3％となってい

る。 

74.4

24.8

24.4

34.3

18.9

8.0

0.6

2.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

心身ともに健やかなこと

快食、快眠、快便

病気や障害があっても生きがいを
持っていること

何事も前向きに考えられる

幸せなこと

長生きできること

その他

無回答

全体=1675
（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７）健康づくりのために重要なこと（複数回答） 

◆「定期健診などによる健康管理」が 57.8％ 
 
 

57.8

31.8

31.0

41.3

23.0

46.5

11.6

4.2

5.4

22.8

0.4

2.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

定期健診などによる健康管理

健康を保つための食事と食育の推進

食生活の改善による生活習慣病の
予防

適度なスポーツなどによる体力づくり

過労防止のための適切な睡眠・休息

ストレス発散や気分転換

禁煙

飲酒を控える

健康講座・健康相談への参加や
情報収集

身近な人や仲間との交流・支えあい
（自主グループでの活動など）

その他

無回答

全体=1675 （％）

 健康づくりのために重要なことは、

「定期健診などによる健康管理」が

57.8％で最も多く、ついで「ストレス

発散や気分転換」（46.5％）、「適度な

スポーツなどによる体力づくり」

（41.3％）、「健康を保つための食事と

食育の推進」（31.8％）、「食生活の改

善による生活習慣病の予防」（31.0％）

が続いている。 
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（８）歴史を生かした魅力ある景観づくりに重要なこと（複数回答） 

◆「城下町としての街並みの保全」と「街路樹や歩道、車道を整備し、ゆとりのあるものとする」が４割台 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（９）商業や産業の振興に重要なこと（複数回答） 

◆「商店街の整備」「後継者の育成」が重要と考える市民が３割強 

歴史を生かした魅力ある景観づく

りに重要なことは、「城下町としての

街並みの保全」（47.4％）と「街路樹

や歩道、車道を整備し、ゆとりのある

ものとする」（43.9％）が 40％台で最

も多く、ついで「足袋蔵など歴史的建

造物を保存・活用した風格のあるまち

づくり」（33.9％）、「さきたま古墳群

を核とした世界遺産を目指すまちづ

くり」（29.9％）、「まちの風景の魅力

度をアップさせるための計画づくり」

（28.4％）、「川辺や橋を整備し、うる

おいのあるものにする」（27.1％）が

30％前後となっている。 

商業や産業の振興に重要なことは、

「商店街の整備」（32.7％）と「若い

世代の台頭や後継者の育成」（30.3％）

が３割強と最も多く、ついで「歴史・

文化遺産を生かした施設や産業づく

り」（24.8％）、「農産物の加工開発や

新しい農業経営の研究」（23.2％）、「企

業の誘致」（22.2％）など、意見が分

散している。 

18.6

47.4

28.4

27.1

43.9

5.9

12.1

29.9

33.9

2.4

4.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

屋敷林のある田園風景等の保全

城下町としての街並みの保全

まちの風景の魅力度をアップさせる
ための計画づくり

川辺や橋を整備し、うるおいのある
ものにする

街路樹や歩道、車道を整備し、
ゆとりのあるものとする

公共建物をシンボル性のあるもの
とする

まちの風景は我が家からという
発想を持つ

さきたま古墳群を核とした世界
遺産を目指すまちづくり

足袋蔵など歴史的建造物を保存・
活用した風格のあるまちづくり

その他

無回答

全体=1675 （％）

 
 

19.4

24.8

18.4

23.2

32.7

22.2

30.3

14.1

1.7

4.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

新しい産業資源の発掘

歴史・文化遺産を生かした施設や
産業づくり

豊かな自然を生かしたレジャー・
レクリエーション施設づくり

農産物の加工開発や新しい農業
経営の研究

商店街の整備

企業の誘致

若い世代の台頭や後継者の育成

市の計画や積極的な支援

その他

無回答

全体=1675 （％）
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（１０）公園・緑地の維持管理について 

◆「基本的に市が管理すべきである」が 41.4％、「住民が積極的に参加すべきである」が 30.6％ 

公園・緑地の維持管理については、「公園・緑地は公共のものであり、基本的に市が管理すべきであ

る」が 41.4％なのに対し、「公園・緑地の清掃は住民が積極的に参加すべきである」が 30.6％となって

いる。「公園・緑地の設備や立て札などは市で管理し、あとは利用者のモラルにまかせるべきである」

は 18.5％である。 
 

30.6 18.5 41.4 1.9 7.6

公園・緑地の
清掃は住民が
積極的に参加
すべきである

公園・緑地の設
備や立て札など
は市で管理し、
あとは利用者の
モラルにまかせ
るべきである

公園・緑地は
公共のもので
あり、基本的
に市が管理す

べきである

その他 無回答

全体=1675

（％）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１１）詳しく知りたい情報（複数回答） 

◆「保健・医療・福祉についての情報」と「相談窓口などの案内情報」が半数以上 

市から提供される情報の中で詳しく知りたい情報としては、「保健・医療・福祉についての情報」

（59.7％）と「困ったときに利用できる相談窓口などの案内情報」（56.5％）が半数以上と最も多く、

ついで「市政の動向」が 32.8％となっている。 
 
 

32.8

56.5

19.9

11.2

6.6

9.4

59.7

10.3

8.8

13.4

12.9

1.5

8.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

市政の動向

困ったときに利用できる相談窓口
などの案内情報

催し物やイベントなどに関する情報

文化・学習活動やスポーツ
活動の情報

各種サークル活動の情報

ボランティア活動についての情報

保健・医療・福祉についての情報

教育に関する情報

ダイオキシンなどの環境に関する情報

行田市の歴史・文化についての情報

観光・レクリエーションなどの
レジャーについての情報

その他

無回答

全体=1675 （％）
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（１２）インターネットが利用できるパソコンの保有状況 

◆インターネットの利用ができるパソコンが「ある」は 54.1％ 

インターネットが利用できるパソコンが「ある」としている人は 54.1％と半数以上を占めている。「今

はないが、将来保有するつもりである」は 14.8％、「保有するつもりはない」は 23.3％となっている。 
 
 

54.1 14.8 23.3 7.8

ある
今はないが、将来
保有するつもりで

ある

保有するつもりは
ない

無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１３）インターネットを利用した国・県・市への申請届出の認知 

◆インターネットを利用した申請届出の認知率は 45.7％ 

インターネットを利用して国・県・市への申請届出ができることを「知っている」人は 45.7％、「知

らない」人は 44.2％と半数ずつとなっている。 
 

45.7 44.2 10.1

知っている 知らない 無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１４）インターネットを使って利用したい市のサービスの有無 

◆利用したいサービスが「ない」が 72.4％ 

インターネットを使って利用したい市のサービスが、「ない」が 72.4％と多く、「ある」（7.9％）を

大きく上回っている。 
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7.9 72.4 19.6

ある ない 無回答

全体=1675

（％）



（１５）インターネットを使って利用したい市のサービス 

◆「各種証明書の申請手続き・届出や申請書などのダウンロード」が最も多い 

インターネットを使って利用したい市のサービスがあると回答した人に具体的なサービスを自由回

答によりあげてもらったところ、「各種証明書の申請手続き・届出や申請書などのダウンロード」をあ

げる人が約半数と多くなっている。 
 
 

46.5

6.1

9.1

13.1

11.1

5.1

17.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

各種証明書（住民票、戸籍謄本、印鑑証明
など）の申請手続き・届出や申請書などの
ダウンロード

公共施設、各種講座などの案内・予約申込み

保健・福祉・医療や観光などの暮らしの情報

市民活動の紹介や各種事業・催し物などの
情報

市役所、市議会の情報

市への意見、要望、問い合わせ等の
発信・回答

全体=99
（％）

その他

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１６）市のホームページの閲覧状況 

◆見たことがない市民が 64.0％、見たことがある市民は 20.6％ 

市のホームページ（携帯電話用サービスを含む）の閲覧状況は、「ない」が 64.0％と多く、「ある」

は 20.6％にとどまる。 

 
 

20.6 64.0 15.4

ある ない 無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 19 



（１７）市のホームページに掲載してほしい情報 

◆「最新情報、あらゆる情報、見やすさなどの充実」をあげる人が多い 

市のホームページに掲載してほしい情報を自由回答により記入してもらったところ、「最新情報、あ

らゆる情報、見やすさなどの充実」をあげる人が 30.0％と最も多く、ついで「市政の動向、市議会な

どの情報」が 21.1％となっている。 

 
 

21.1

10.0

10.0

8.9

2.2

10.0

30.0

14.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

市政の動向、市議会などの情報

公共施設、各種講座などの案内・利用状況

保健・福祉・医療や観光などの暮らしの情報

市民活動の紹介や各種事業・催し物などの情報

行田市の歴史・文化についての情報

市への意見、要望、問い合わせ等の発信・回答

全体=90
（％）

その他

最新情報、あらゆる情報、見やすさなどの充実

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１８）市内循環バスの利用状況 

◆市内循環バスの利用者は 23.2％ 

市内循環バスを利用したことが「ある」は 23.2％にとどまり、「ない」が 70.3％を占めている。 
 
 
 

23.2 70.3 6.4

ある ない 無回答

全体=1675

（％）
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（１９）市内循環バスの利用目的（複数回答） 

◆「電車に乗り継ぐため」「公共施設」「通院」が３割前後 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２０）市内循環バスの今後の利用条件（複数回答） 

◆「高崎線や秩父線への乗り継ぎの改善」45.3％、「運行便数の増加」35.8％ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

19.5

26.2

25.2

14.1

17.5

17.5

32.1

7.2

0.5

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

市役所

公共施設

通院

買い物

観光

娯楽・交友

電車に乗り継ぐため

その他

無回答

全体=389

（％）

13.6 42.4 44.0

通勤・通学 通勤・通学以外 無回答

全体=125

（％）

市内循環バスの利用目的は、「電車

に乗り継ぐため」（32.1％）、「公共施

設」（26.2％）、「通院」（25.2％）が３

割前後で最も多くなっている。 

市内循環バスの利用目的は、「電車

に乗り継ぐため」（32.1％）、「公共施

設」（26.2％）、「通院」（25.2％）が３

割前後で最も多くなっている。 

「電車に乗り継ぐため」と回答した

人の目的は、「通勤・通学」が 13.6％、

「通勤・通学以外」が 42.4％となっ

ている。 

「電車に乗り継ぐため」と回答した

人の目的は、「通勤・通学」が 13.6％、

「通勤・通学以外」が 42.4％となっ

ている。 

市内循環バスを利用したことがな

い人の今後の利用条件については、

「高崎線や秩父線への乗り継ぎの改

善」が 45.3％と最も多く、ついで「運

行便数の増加」が 35.8％となってい

る。 
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35.8

22.2

12.9

45.3

11.7

22.4

9.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

運行便数の増加

運行コースの変更

運行時間の延長

高崎線や秩父線への乗り継ぎの改善

一周にかかる所要時間の短縮

その他

無回答

全体=1178
（％）



（２１）望ましい国際交流の促進方法（複数回答） 

◆「児童・生徒などの教育交流の促進」「技術・産業・物産面などの交流の促進」「市民レベルでの生活・

文化・スポーツの交流の促進」「国際化に対応するための人材の育成の促進」が３割前後 

 
 望ましい国際交流の促進方法は、

「児童・生徒などの教育交流を促進す

る」が 33.3％と最も多く、ついで「技

術・産業・物産面などの交流を促進す

る」（28.8％）、「市民レベルでの生活・

文化・スポーツの交流を促進する」

（26.8％）、「国際化に対応するための

人材の育成を促進する」（25.4％）が

続いている。 

19.1

26.8

33.3

15.3

28.8

25.4

2.6

13.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

海外の都市と姉妹都市提携を
結ぶなど全市レベルで交流を図る

市民レベルでの生活・文化・
スポーツの交流を促進する

児童・生徒などの教育交流を促進する

外国人との交流を深めていく

技術・産業・物産面などの交流を
促進する

国際化に対応するための人材の
育成を促進する

その他

無回答

全体=1675 （％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２２）力を入れるべき教育（複数回答） 

◆「豊かな人間性や個性を育てる心の教育」が 61.7％ 

 
 力を入れるべき教育は、「豊かな人

間性や個性を育てる心の教育」が

61.7％と最も多く、ついで「いじめや

虐待を防止する道徳教育」（46.8％）、

「環境や自然を大切にする環境教育」

（30.2％）となっている。 

61.7

8.5

46.8

30.2

10.1

13.3

4.7

1.6

7.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

豊かな人間性や個性を育てる心の教育

文化のまちにふさわしい質の高い教育

いじめや虐待を防止する道徳教育

環境や自然を大切にする環境教育

高度な情報化社会に対応できる
情報教育

国際社会に対応できる国際教育

人権教育

その他

無回答

全体=1675
（％）
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（２３）防災体制として重要なこと（複数回答） 

◆「救急・救助体制の充実」「避難場所の確保・周知徹底」「災害時の情報網強化」が３割前後 

 
 防災体制として重要なことは、「救

急・救助体制の充実」（35.0％）、「避

難場所の確保・周知徹底」（30.5％）、

「災害時の情報網強化」（29.1％）が

３割前後と多くなっている。最も少な

い「応急物資の確保」でも 18.9％と

２割近い人があげており、多様な施策

が求められている。 

19.8

19.1

23.6

35.0

30.5

18.9

29.1

0.8

7.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

他市町村と連携した防災活動

防災意識の高揚（普及・啓発）

地域の防災体制の強化推進

救急・救助体制の充実

避難場所の確保・周知徹底

応急物資の確保

災害時の情報網強化

その他

無回答

全体=1675
（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２４）ものつくり大学施設の見学・利用状況 

◆半数強の市民が、「見学・利用したことがないが機会があればしたい」と思っている 

ものつくり大学施設の見学・利用状況は、「ないが、機会があれば見学または利用したいと思う」が

54.3％と最も多い。「ある」、「ないし、見学または利用したいと思わない」は 19.3％となっている。大

学の見学・利用意向がある（「ある」、「ないが、機会があれば見学または利用したいと思う」と回答し

た）割合は 73.6％と多数を占めている。 
 
 

19.3 54.3 19.3 7.0

ある
ないが、機会があ
れば見学または利

用したいと思う

ないし、見学また
は利用したいと思

わない
無回答

全体=1675

（％）
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（２５）ものつくり大学に期待すること（複数回答） 

◆「ものづくりの楽しさを、世代を超えて広めていってほしい」「専門的な大学であり、技能習得の中心

施設として、まちの産業発展に生かしてほしい」「公開講座や大学の施設の利用など、地域に開かれた

ものにしてほしい」が上位 

ものつくり大学に期待することとしては、「ものづくりの楽しさを、世代を超えて広めていってほし

い」が 38.1％と最も多く、ついで「専門的な大学であり、技能習得の中心施設として、まちの産業発

展に生かしてほしい」（36.8％）、「公開講座や大学の施設の利用など、地域に開かれたものにしてほし

い」（33.3％）、「若い人が増え、にぎわいが創出されるなど、まちの活性化にもつなげてほしい」（27.7％）、

「市内の小・中・高校と合同のイベントなどを行い、地域の活性化につなげてほしい」（27.2％）が３

割前後となっており、多様な期待が寄せられている。 
 
 

33.3

27.7

36.8

27.2

38.1

2.4

9.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

公開講座や大学の施設の利用など、
地域に開かれたものにしてほしい

若い人が増え、にぎわいが創出されるなど、
まちの活性化にもつなげてほしい

専門的な大学であり、技能習得の中心施設
として、まちの産業発展に生かしてほしい

市内の小・中・高校と合同のイベントなど
を行い、地域の活性化につなげてほしい

ものづくりの楽しさを、世代を超えて広めて
いってほしい

その他

無回答

全体=1675
（％）
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（２６）市民の通勤・通学、買物等の主な行き先 

◆「日常的な買物」と「病院等の利用」は「市内」が約６～７割 

「市内」との回答が最も多いのは、「日常的な買物」（68.1％）、ついで「病院等の利用」（57.9％）と

なっている。「週末の買物」については、「市内」（36.9％）と「近隣市町」（35.2％）がほぼ同数となっ

ている。 

一方、「自然に親しむ近距離の行楽」「歴史・文化に親しむ近距離の行楽」「音楽会、観劇、美術鑑賞

等」については「県外」が約２～３割となっている。 
 
 

21.1

68.1

36.9

57.9

29.3

27.2

9.0

11.9

12.0

14.4

17.4

35.2

21.9

10.7

5.9

11.8

9.7

6.8

8.5

6.5

5.7

3.5

7.6

19.7

17.0

5.7

0.5

2.0

5.7

23.2

31.0

26.8

28.1

1.6

5.0

31.4

43.7

31.3

13.1

22.3

22.2

9.6

13.9

11.6

17.1

17.6

17.1

14.6

15.2

5.7

2.8

2.6

2.3

0.8

市内 近隣
市町

県内 県外
そのような
行動はして

いない
無回答全体=1675

① 通勤先・通学先

② 日常的な買物

③ 週末の買物

④ 病院等の利用

⑤ スポーツ・レクリエーション

⑥ 生涯学習、サークル、
　　文化活動

⑦ 音楽会、観劇、美術鑑賞等

⑧ 自然に親しむ近距離の行楽

⑨ 歴史・文化に親しむ近距離の
　　行楽

（％）
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４．男女平等意識について 
（１）男女の地位の平等感について 

◆「社会通念や慣習のなかで」「職場のなかで」は『男性の方が優遇されている』が４～５割 

男女の地位の平等感について、「社会通念や慣習のなかで」については『男性の方が優遇されている』

（「男性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば、男性の方が優遇されている」と回答した

割合）が 49.4％と約半数を占めている。「職場のなかで」についても『男性の方が優遇されている』と

する人が 41.9％となっている。 

一方、『女性の方が優遇されている』（「女性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば、女

性の方が優遇されている」と回答した割合）はどの項目も１割に満たないが、「学校教育のなかで」は

「平等」との回答が 55.1％となっている。 

また、「家庭生活のなかで」「全体として」では『男性の方が優遇されている』と「平等」との回答が

それぞれ 30％台と意見が分かれている。 
 
 
 

6.3

8.3

6.8

4.0

3.5

3.6

30.3

6.4

33.6

42.6

23.4

25.6

33.1

38.9

55.1

24.7

22.9

41.7

39.3

37.0

5.7

3.1

3.4

3.9

4.4

6.9

3.9

7.4

18.9

14.3

8.1

10.6

10.7

9.4

10.3

15.3

14.9

14.8

14.8

13.3

12.1

0.7

1.3

0.5

0.9

0.8

1.1

0.9

0.7

男性の方
が非常に
優遇され
ている

どちらかと
いえば、
男性の方

が優遇され
ている

平等

どちらかと
いえば、
女性の方

が優遇され
ている

女性の方
が非常に
優遇され
ている

分から
ない

無回答全体=1675

① 家庭生活のなかで

② 学校教育のなかで

③ 職場のなかで

④ 社会通念や慣習のなかで

⑤ 法律や制度のなかで

⑥ 地域活動の場で

⑦ 全体として

（％）
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（２）「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担の考え方について 

◆「同感する」18.7％、「同感しない」29.1％、「どちらともいえない」42.0％ 

「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担について、「同感する」18.7％、「同感しない」29.1％、

「どちらともいえない」42.0％となっている。 
 

18.7 29.1 42.0 3.6 6.6

同感する 同感しない
どちらとも
いえない

分からない 無回答

全体=1675

（％）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）家庭での作業分担 

◆「自治会などの地域活動」は「主に自分」が 37.9％ 

家庭での作業分担については、「自治会などの地域活動」は「主に自分」との回答が 37.9％と多くな

っている。 

一方、「炊事・洗濯・掃除等の家事」については、「主に自分」と「主に配偶者」との回答が約４割弱

ずつ、「子どもの学校行事への参加」についても「主に自分」と「主に配偶者」が約２割ずつとなって

いる。 

また、「育児や子どものしつけ」と「親や家族の介護」については「主に自分」「自分と配偶者が同じ

ぐらい」「主に配偶者」との回答がほぼ同数ずつとなっている。 
 

39.9

16.5

14.4

37.9

17.3

8.2

17.5

11.3

15.6

6.7

35.5

19.9

14.0

18.1

22.4

2.0

2.4

5.3

1.9

27.8

41.0

10.3

34.6

7.5

16.3

15.9

12.1

17.0

4.7

0.4

0.2

0.7

0.8

0.1

3.8

主に
自分

自分と
配偶者
が同じ
くらい

主に
配偶者

主に
配偶者
以外の
家族

家族以
外の人
に依頼

あては
まらな

い

無回答全体=1675

① 炊事・洗濯・掃除等の家事

② 育児や子どものしつけ

③ 親や家族の介護

④ 自治会などの地域活動

⑤ 子どもの学校行事への参加

（％）
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（４）就業状況 

◆「現在職業についている」47.6％、「以前は働いていたが、現在は職業についていない」38.0％、「今

まで働いたことはない」5.2％ 

現在の就業状況については、「現在職業についている」47.6％、「以前は働いていたが、現在は職業に

ついていない」38.0％、「今まで働いたことはない」5.2％となっている。 
 
 

47.6 38.0 5.2 9.2

現在職業に
ついている

以前は働いていた
が、現在は職業に

ついていない

今まで働いたこと
はない

無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）職場での男女間の差（複数回答） 

◆「賃金、昇給などに男女差がある」「職務内容における男女差がある（女性は補助的な仕事が多いなど）」

「男性に比べて女性の採用が少ない」が３割前後 

職場での男女間の差については、「賃金、昇給などに男女差がある」（32.2％）、「職務内容における男

女差がある（女性は補助的な仕事が多いなど）」（29.6％）、「男性に比べて女性の採用が少ない」（27.5％）

が３割前後で最も多く、ついで「女性は結婚や出産で退職するという習慣がある」が 22.4％で続いて

いる。「特にない」との回答も 27.4％となっている。 
 
 

27.5

29.6

32.2

13.5

13.0

22.4

11.7

8.3

27.4

4.2

7.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

男性に比べて女性の採用が少ない

職務内容における男女差がある
（女性は補助的な仕事が多いなど）

賃金、昇給などに男女差がある

女性は管理職などにはつけない

女性は同じポストの男性より教育・
研修の機会が少ない

女性は結婚や出産で退職するという
習慣がある

女性は宴会などで接待役をさせられる

特定の年齢以上の女性に退職を
勧奨するような雰囲気がある

特にない

その他

無回答

全体=1434
（％）
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（６）社会活動への参加状況（複数回答） 

◆「自治会（老人会・女性部を含む）、町内会などの参加」45.1％、「何もしていない」31.5％ 

 
 

45.1

9.3

11.4

21.9

7.8

7.1

9.4

31.5

0.8

6.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

自治会（老人会・女性部を含む）、
町内会などの参加

福祉・ボランティア活動

ＰＴＡや子ども会などの活動

趣味・教養・スポーツ等のサークル
活動

環境保全活動

グループで行う勉強会や研修会

市で行う講座等への参加

何もしていない

その他

無回答

全体=1675 （％）
この１年間の社会活動への参加状

況は、「自治会（老人会・女性部を含

む）、町内会などの参加」が 45.1％と

最も多く、ついで「趣味・教養・スポ

ーツ等のサークル活動」が 21.9％と

なっている。一方、「何もしていない」

も 31.5％と約３人に１人の割合とな

っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７）女性が政策立案や方針決定をする場に進出するために必要なこと（複数回答） 

◆「女性自身が政策・方針決定の場に参画することへの関心を高める」「家事や子育てなど家庭内での責

任を男女がバランスよく分かち合う」「行政の審議委員などに女性委員を増やす」が３割前後 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

。

27.5

21.2

20.8

30.5

23.2

12.3

13.9

33.2

13.8

1.6

10.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

行政の審議委員などに女性委員を
増やす

行政・企業の管理職に女性を増やす

自治会など地域団体の長や役員に
女性を増やす

家事や子育てなど家庭内での責任を
男女がバランスよく分かち合う

女性が学習・研修・能力開発をする
機会を充実させる

女性の活動を支援する団体に情報
提供したり、活動を支援する

男性が男女共同参画について学ぶ
機会を充実させる

女性自身が政策・方針決定の場に
参画することへの関心を高める

分からない

その他

無回答

全体=1675 （％） 女性が政策立案や方針決定をする

場に進出するために必要なことは、

「女性自身が政策・方針決定の場に参

画することへの関心を高める」

（33.2％）、「家事や子育てなど家庭内

での責任を男女がバランスよく分か

ち合う」（30.5％）、「行政の審議委員

などに女性委員を増やす」（27.5％）

が３割前後で最も多く、ついで「女性

が学習・研修・能力開発をする機会を

充実させる」（23.2％）、「行政・企業

の管理職に女性を増やす」（21.2％）、

「自治会など地域団体の長や役員に

女性を増やす」（20.8％）が２割強で

続き、意見は多岐にわたっている。

 29 



（８）ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）の有無について 

◆「大声でどなられた」が『あった』は 23.5％と約４人に１人の割合 

配偶者やパートナーからのＤＶ（ドメスティックバイオレンス）については、『あった』（「何度もあ

った」、「１、２度あった」と回答した割合）が最も多いのは、「大声でどなられた」で 23.5％と約４人

に１人の割合となっている。「何を言っても長時間無視された」「物を投げつけられた」「殴られたり、

蹴られたりした」についても『あった』とする人が１割強みられる。 
 
 

2.6

2.5

6.9

2.9

2.6

8.1

8.7

4.0

3.9

16.6

6.4

9.7

75.8

83.2

74.1

78.9

83.6

79.0

62.1

75.6

72.9

13.6

15.1

14.6

15.5

15.6

15.1

14.4

15.2

14.9

1.6

0.2

1.9

0.4

0.6

1.3

何度もあった １、２度あった まったく無い 無回答全体=1675

① 殴られたり、蹴られたりした

② 刃物などを突きつけられ
　　脅された

③ 物を投げつけられた

④ 嫌がるのに性的な行為を
　　求められた

⑤ ポルノビデオや雑誌を
　　無理やり見せられた

⑥ 交友関係や電話、郵便物
　　などを細かく監視された

⑦ 大声でどなられた

⑧ 「誰のおかげで生活できるの
　　か」などと言われた

⑨ 何を言っても長時間無視
　　された

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（９）ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）についての相談の有無 

◆「相談した」は 19.3％ 

ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）について、「相談しようとは思わなかった」が 58.1％と半数以

上を占め、「相談した」は 19.3％となっている。 
 
 

19.3 6.3 58.1 16.3

相談した
相談したかったが、

出来なかった
相談しようとは
思わなかった

無回答

全体=523

（％）
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（１０）ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）についての相談相手（複数回答） 

◆「家族・親戚」71.3％、「友人・知人」56.4％ 

 

71.3

56.4

9.9

4.0

5.0

10.9

3.0

0.0

6.9

0.0

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

家族・親戚

友人・知人

警察

行田市の相談窓口・電話相談など

行田市以外の公的機関

医師・カウンセラー

民生委員

人権擁護委員

弁護士

その他

無回答

全体=101

（％）
  ＤＶ（ドメスティックバイオレン

ス）についての相談相手は、「家族・

親戚」が 71.3％と多数を占め、つい

で「友人・知人」が 56.4％となって

いる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１１）ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）について相談できなかった理由（複数回答） 

◆「相談するほどのことではないと思ったから」が 62.0％ 

 
 

5.3

8.3

22.8

1.8

16.6

6.5

9.2

26.4

62.0

1.5

5.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

誰に相談したらよいかわからなかった

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

相談しても無駄だと思ったから

相談したことがわかると、もっとひどい
暴力を受けると思ったから

自分さえ我慢すれば何とかやって
いけると思ったから

世間体が悪いから

他人を巻き込みたくないから

自分に悪いところがあると思ったから

相談するほどのことではないと思った
から

その他

無回答

全体=337 （％） ＤＶ（ドメスティックバイオレン

ス）について相談できなかった理由に

ついては、「相談するほどのことでは

ないと思ったから」が 62.0％と群を

抜いて多く、ついで「自分に悪いとこ

ろがあると思ったから」（26.4％）、「相

談しても無駄だと思ったから」

（22.8％）、「自分さえ我慢すれば何と

かやっていけると思ったから」

（16.6％）となっている。 
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（１２）「ワーク・ライフ・バランス」の認知状況 

◆認知率は 25.5％ 

「ワーク・ライフ・バランス」という言葉を「知らない」が 60.5％を占め、「言葉も意味も知ってい

る」は 6.8％にとどまり、「言葉だけは知っている（聞いたことがある）」（18.7％）を合わせると 25.5％

の認知率となっている。 
 
 

6.8 18.7 60.5 14.0

言葉も意味も
知っている

言葉だけは知って
いる（聞いたことが

ある）
知らない 無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１３）男女共同参画社会の実現のために重要なこと（複数回答） 

◆「誰もが安心して暮らせる環境や条件の整備」「男女の職業生活と家庭・地域生活の両立の支援」が

40％台 

男女共同参画社会の実現のために重要なことは、「誰もが安心して暮らせる環境や条件の整備」

（49.4％）と「男女の職業生活と家庭・地域生活の両立の支援」（42.4％）が 40％台と最も多く、つい

で「学校教育における男女平等教育の推進」（33.9％）、「保育環境を充実させる」（25.4％）が続いてい

る。 
 
 
 

33.9

42.4

49.4

25.4

18.8

10.1

9.7

16.2

2.3

16.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

学校教育における男女平等教育の
推進

男女の職業生活と家庭・地域生活の
両立の支援

誰もが安心して暮らせる環境や
条件の整備

保育環境を充実させる

女性を政策立案・方針決定の場に
積極的に登用する

女性に対するあらゆる暴力の根絶

地域活動やボランティア活動への
支援を行う

セミナーなどで男女平等について
学ぶ機会を増やす

その他

無回答

全体=1675 （％）
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（１４）「ＶＩＶＡぎょうだ」に期待すること（複数回答） 

◆「相談事業の充実」「就職講座や起業講座などによる女性の就業支援」「男女共同参画に関する講座・

フォーラムの開催」「情報紙や啓発パンフレットなどによる啓発事業」「ＮＰＯ・ボランティア活動な

どを行う団体、グループの活動支援」など要望は多岐にわたる 

男女共同参画推進センター「ＶＩＶＡぎょうだ」に期待することは、「相談事業の充実」（35.5％）、

「就職講座や起業講座などによる女性の就業支援」（28.4％）、「男女共同参画に関する講座・フォーラ

ムの開催」（28.3％）、「情報紙や啓発パンフレットなどによる啓発事業」（21.2％）、「ＮＰＯ・ボランテ

ィア活動などを行う団体、グループの活動支援」（20.2％）など要望は多岐にわたっている。 
 
 

35.5

28.3

21.2

28.4

20.2

16.5

18.0

3.5

23.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

相談事業の充実

男女共同参画に関する講座・
フォーラムの開催

情報紙や啓発パンフレットなどによる
啓発事業

就職講座や起業講座などによる
女性の就業支援

ＮＰＯ・ボランティア活動などを行う
団体、グループの活動支援

男女共同参画リーダーの育成

男女共同参画に関する問題の調査・
研究の充実

その他

無回答

全体=1675
（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．市政や市役所について 
（１）行政への信頼度 

◆『信頼派』64.1％、『非信頼派』24.1％ 

行政への信頼度は、「信頼できる」（13.9％）と「まあまあ信頼できる」（50.2％）を合わせた『信頼

派』は 64.1％、「あまり信頼できない」（19.7％）と「信頼できない」（4.4％）を合わせた『非信頼派』

は 24.1％となっている。 
 

13.9 50.2 19.7 4.4 11.9

信頼できる
まあまあ

信頼できる
あまり

信頼できない
信頼できない 無回答

全体=1675

（％）
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（２）各種施策の実行能力 

◆『実行能力がある』55.7％、『実行能力がない』29.4％ 

各施策の実行能力は、「それなりにある」が 51.6％と半数を占め、「かなりある」（4.1％）を合わせ

ると 55.7％が『実行能力がある』としている。 

一方、「あまりない」（26.5％）と「全くない」（2.9％）を合わせた『実行能力がない』とする人は

29.4％と約３人に１人の割合となっている。 
 

4.1 51.6 26.5 2.9 14.9

かなりある
それなりに

ある
あまりない 全くない 無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）市役所の利用しやすさ 

◆「ふつうである」62.7％ 

市役所の利用しやすさは、「ふつうである」が 62.7％と多数を占めている。「利用しやすい」は 13.9％

「利用しにくい」は 12.8％となっている。 
 

13.9 62.7 12.8 10.5

利用しやすい ふつうである 利用しにくい 無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）窓口の対応 

◆「ふつうである」60.3％ 

窓口の対応は、「ふつうである」が 60.3％と最も多くなっている。「よい」は 20.7％、「わるい」は

8.6％となっている。 
 

20.7 60.3 8.6 10.4

よい ふつうである わるい 無回答

全体=1675

（％）
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（５）市民の声を反映しやすくするために必要なこと 

◆「広報紙などに市民の声を多く載せる」と「相談窓口を多くする」が 25％ 

市民の声を反映しやすくするために必要なことは、「広報誌などに市民の声を多く載せる」（25.1％）

と「相談窓口を多くする」（24.8％）が 25％と最も多く、ついで「市長と市民との交流を多くする」

（14.3％）、「職員と市民との交流を多くする」（12.7％）、「公聴会などの開催を多くする」（10.6％）と

なっている。 
 
 

24.8 10.6 14.3 12.7 25.1 2.5 10.0

相談窓口
を多くする

公聴会な
どの開催
を多くする

市長と市
民との交

流を多くす
る

職員と市
民との交

流を多くす
る

広報誌な
どに市民
の声を多
く載せる

その他 無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）市政への参加について 

◆何らかの形で参加や意見を述べたいとする人が 47.0％ 

市政への参加については、「自治会や各種団体を活用して意見を述べたい」（11.6％）、「手紙や電子メ

ールで意見を述べたい」（11.5％）、「市政を考える集まりや組織に参加したい」（11.3％）、「市の説明会

や懇談会に参加して意見を述べたい」（6.3％）、「電話したり、市役所に行ったりして意見を述べたい」

（6.3％）と何らかの形で参加や意見を述べたいと考える人が約半数となっている。 

一方、「関心がない」（20.7％）と「市役所、議会や専門家に一任したい」（18.2％）とする人は 38.9％

となっている。 
 
 

11.3 11.6 6.3 6.3 11.5 18.2 20.7 2.7 11.4

市政を
考える集
まりや組
織に参

加したい

自治会や
各種団体
を活用し
て意見を
述べたい

市の説明
会や懇談
会に参加
して意見
を述べた

い

電話した
り、市役
所に行っ
たりして
意見を

述べたい

手紙や
電子メー
ルで意
見を述
べたい

市役所、
議会や
専門家

に一任し
たい

関心が
ない

その他 無回答

全体=1675

（％）
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（７）今後の行政運営について望ましいと思う方向 

◆『行政の責任で進める』が 46.8％ 

今後の行政運営について望ましいと思う方向については、「費用は出来るだけ掛けず行政の責任で進

める」が 40.1％と最も多く、「費用は掛かっても行政の責任で進める」（6.7％）を合わせると 46.8％が

『行政の責任で進める』としている。 

一方、「市民や民間と協働で事業を進める」は 26.1％、「市民や民間で出来る事業はまかせて進める」

は 16.6％となっている。 
 
 

6.7 40.1 26.1 16.6 1.3 9.3

費用は掛
かっても行
政の責任で

進める

費用は出来
るだけ掛け
ず行政の責
任で進める

市民や民間
と協働で事
業を進める

市民や民間
で出来る事
業はまかせ
て進める

その他 無回答

全体=1675

（％）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（８）古代蓮（行田蓮）を第２の市の花にすることについて 

◆「賛成」55.9％、「反対」3.1％、「どちらでもよい」36.3％ 

古代蓮（行田蓮）を第２の市の花にすることについては、「賛成」が 55.9％と半数強を占めている。 

一方、「反対」は 3.1％と少ないが、「どちらでもよい」とする人も 36.3％と４割近くとなっている。 
 
 

55.9 3.1 36.3 4.7

賛成 反対 どちらでもよい 無回答

全体=1675

（％）
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